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概要 

マルチビュー機能を使用すると、MPR(T)デバイスが接続されているコンピューターで行われた通信

を、複数の異なるコンピューターとリアルタイムで共有することで監視できます。  

同じネットワーク上のコンピューターからプライベート IPで接続する方法 

外部ネットワークからパブリック IPに接続する方法があります。 
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設定方法 

一. プライベート IPで接続する 

1.1 MPRが接続されているコンピューターにインストールされているプログラムを実行し、

CONFIG設定を入力します。 
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1.2 Etcタブに入り、スクロールしてMULTI VIEWセクションのMY PRIVATE IPを確認します。 

例)192.168.0.2 

注意: MPR(T) デバイスが接続されているコンピュータ上のデータベース サーバ IPのデフォルト

値は 127.0.0.1 である必要があります。 
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1.3 Multi View機能を使用するコンピューターにインストールされているプログラムを実行し、

CONFIG設定画面を開きます。 

 
  



SOLT PCモニタリングプログラム ユーザーズマニュアル 

株式会社メデタヤ・ネットワーク ページ 6 

1.4 [ETC]タブに入り、スクロールして[MULTI VIEW]項目の[DATABASE SERVER 

IP]フィールドに入力します。 

「PRIVATE IP 例) 192.168.0.2」と入力して Enterキーを押すと、プログラムは終了し、プログ

ラムを再起動するように求められます。  

プログラムを再起動すると、MPRは接続されたコンピューターで行われた通信をリアルタイム

で共有および監視できるようになります 
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1.5 ファイアウォールのポート 3050 での受信接続を許可する 

1.5.1ファイアウォールの設定画面から「詳細設定」をクリック。 
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1.5.2左部分の「受信の規則」をクリックし、右の「新しい規則」をクリック。 
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1.5.3 以下のように、ファイアウォールの受信ルールにポート 3050 を追加します。 
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名前(オプション)指定後の仕上げ 
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2.1 ポートフォワーディング   

例)ipTimeルーター 

  2.1.1ルーターの管理ページにログインします。 

   
  2.1.2 管理ツールに入ります。 
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  2.1.3 NAT/Portforward設定を入力します。 
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      2.1.4 ルール名(ランダム)を指定し、送信 IPアドレスを 2.2で識別した PRIVATE IPに設定しま

す。 

            外部ポートと内部ポートの両方を 3050 (Firebird データベース エンジン サービス ポー

ト) として指定し、適用します。 
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設定方法 

二. パブリック IP との接続 

2.2 MPRが接続されているコンピューターにインストールされているプログラムを実行し、

CONFIG設定を入力します。 
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2.3 ETCタブに入り、スクロールしてMULTI VIEWセクションのMY PUBLIC IPとMY PRIVATE 

IPの内容を確認します。 

例) 1.237.235.83 と 192.168.0.2 

注意: MPR(T) デバイスが接続されているコンピュータ上のデータベース サーバ IPのデフォルト

値は 127.0.0.1 である必要があります。 
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2.4 Multi View機能を使用するコンピューターにインストールされている監視プログラムを実行

し、CONFIG設定を入力します。 
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2.4 [ETC]タブに入り、スクロールして[MULTI VIEW]項目の[DATABASE SERVER 

IP]フィールドに入力します。 

PUBLIC IP Ex) を 2.2 1.27.235.83 で識別し、Enter キーを押すと、プログラムを終了し、プ

ログラムを再実行するように求められます。  

プログラムを再起動すると、MPRは接続されたコンピューターで行われた通信をリアルタイム

で共有および監視できるようになります 
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